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令和３年度 朝日村防災会議 会議録 

１   月  日 （曜日） 令和４年３月 25 日  （金）  

２   時          間   14 時 00 分 ～15 時 30分 

３   場          所   朝日村中央公民館 

４   出  席  者 

 

 

 

防災会議委員 22名（別添 朝日村防災会議委員名簿より） 

司会進行 朝日村長 小林弘幸、総務課長 塩原康視 

説明者  防災管財係 清沢光彦 

職員 石田和香、集落支援員 髙橋清人、柳沢明、清沢幸彦 

５   会 議 内 容 

 

（１） 会長あいさつ 朝日村長 

   令和３年度朝日村防災会議となります。本日は委員の皆様により慎重審議よろしくお願い

いたします。 

 

（２） 協議事項 

 

議事（進行：小林村長） 

議案第１号 朝日村地域防災計画修正（案） 

小林会長：では、第１号「朝日村地域防災計画修正（案）」について説明をお願いします。 

 

議案説明 

説明者 総務課 防災管財係 清沢光彦 説明 

    別添資料１により、「朝日村地域防災計画修正」案を概要書の用いてを説明。 

 

説明者に質疑 

小林会長：只今第１号議案について説明がありました。この件につきまして、質問等ございまし

たらお願いします。 

     特になし      

 

小林会長：特に質問はないとのことです。 

 

 議案第２号 「指定緊急避難所並びに指定緊急避難場所の修正」（案） 

小林会長：続きまして、第２号議案「指定緊急避難所並びに指定緊急避難場所の修正」（案） 

について説明をお願いします。 

議案説明 

説明者 総務課 防災管財係 清沢光彦 説明 

    別添資料２により、「指定緊急避難所並びに指定緊急避難場所の修正」案を説明 

 

小林会長：只今第２号議案について説明がありました。この件につきまして、質問等ございまし

たらお願いします。 

 

説明者に質疑 

松本建設事務所長：第１号議案において、新型コロナ感染症対策での改正についても改正され 

たという事で緊急指定避難所の収容人数についてコロナ対策の１人当たり 

の収容面積も明記してくだい。 
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説明者：現在明記されているのは１人当り２㎡という面積で収容人数を換算して明記してござい

ます。ご指摘頂いたコロナ対策の面積について併記させて頂きます。（１人当り３㎡） 

 

 報告（１） 「指定避難場所の確認」 

小林会長：続きまして、報告（１）「指定避難場所の確認」について説明をお願いします。 

 

説明者 総務課 防災管財係 清沢光彦 説明 

    「指定避難場所の確認」を報告 

     旧おひさま保育園の指定緊急避難場所の面積について報告 

 

説明者に質疑 

小林会長：只今報告（１）について説明がありました。この件につきまして、質問等ございまし 

たらお願いします。 

     特になし      

 

小林会長：続きまして、報告（２）「朝日村国土強靭化計画策定」について説明をお願いします。 

 

説明者 総務課 防災管財係 清沢光彦 説明 

    「朝日村国土強靭化計画」「朝日村国土強靭化計画アクションプラン」を報告 

 

小林会長：只今報告（２）について説明がありました。この件につきまして、質問等ございまし 

たらお願いします。 

 

説明者に質疑 

松本建設事務所長：国土強靭化計画アクションプランに掲げてある目標値について 

         この目標値は令和６年で完結するものとして認識して宜しいでしょうか。 

         また、ハザードマップの浸水想定エリア策定の目標が長野県へ要望となって 

いるが進捗の目安としてはおかしいのでは？たとえは令和５年は計画検討、 

令和６年策定完了、マップへ反映等実施内容を明記しないと進捗状況が 

分からない。 

説明者：ご指摘ありがとうございます。令和６年度の目標数値として掲載してございますがこの 

数値は朝日村第６次総合計画の計画期間に合わせたもので、目標が完結するものもあれ 

ば、継続して実施していかなければならない計画もございます。そのため、全体の完了 

年数と全体の目標数値も併記してまいります。 

     ハザードマップの目標、進捗について改めて進捗内容が分かるものとして明記してま 

いります。 

 

北村直樹村議会議長：国土強靭化計画で関係機関との事前協議やレッカー車、クレーン車、 

チェーンソー等を操作できる専門的技術者を確保する等応急体制を 

整えるとなっております。 

村内にも林業事業体があるのでチェーンソーの指導員として活用 

してもらいたい。 

 

小林会長：そのほかに報告（２）について説明がありました。この件につきまして、質問等 

ございましたらお願いします。 

 

特になし 
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小林会長：続きまして、報告（３）朝日村社会福祉協議会との「災害時における災害ボランティ 

アセンターの設置・運営等に関する協定書」について説明をお願いします。 

 

説明者 総務課 防災管財係 清沢光彦 説明 

    朝日村と朝日村社会福祉協議会との「災害時における災害ボランティアセンターの 

設置・運営等に関する協定書」を報告 

 

小林会長：只今報告（３）について説明がありました。この件につきまして、質問等ございまし 

たらお願いします。 

 

    特になし 

 

意見交換 

小林会長：折角のお集りの機会ですので、この議事報告以外でも皆さん自由にご意見がありま 

したら出して頂きたいです。 

 

長野気象台長：市町村においての注意報、警報級の発令基準について今後長野気象台と村と 

打合せを行い、しっかりとした村の基準を設けて頂きたい。 

 

横山吉美さん：ボランティアセンターは立ち上がってから後の運営が大切となってくる。 

       災害復旧で大切なのは小型の重機（ミニバック）を災害時に活用できるよう、 

地元業者と協定を結んでおく必要がある。 

長野県防災センターが松本大学にあるので防災士の養成について活用頂きたい。 

 

上條西洗馬区長：西洗馬防災センターの進捗状況について教えて頂きたい。 

 

小林会長：現在村には、鎖川を中心に左岸に避難所が集中し右岸には耐震補強の出来ている 

避難所が少ない状況。そのため、西洗馬に防災センターを建築予定であり来年度 

測量設計を行い、令和５年度建築完成予定としてます。 

 

小林会長：その他ご意見ございますか 

     ご意見がないという事で続いてその他について説明をお願いします 

 

塩原総務課長：本日ご審議頂いてご承認いただいた地域防災計画につきまして、各位委員の 

皆さんに改めて電話連絡等で電子データか紙ベースでの計画書で必要 

確認を行い発送いたしますのでご承知ください。 

 

塩原総務課長：以上をもちまして令和３年度朝日村防災会議を閉じます。 

       お疲れさまでした。 

 

 

 


